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利用する結晶化速度の違いを利用することによる固溶体型錯体、相分離型錯体の
合理的合成を検討している。固溶体型錯体においては親錯体の中間的な特性を示
したのに対し、相分離型錯体では親錯体の中間をとらない非線形的な吸着挙動を
明らかとなった。これは単一相の錯体ではなしえない非線形機能の創出が可能で
あることを明示している。 
 
第四章では、多孔性金属錯体を用いた同位体の情報伝達系の構築について述べ
ている。本研究では、相互嵌合錯体[Cd(ip)(bpy)]n の空隙がホスト骨格のイソ
フタル酸により構成されていることを利用し、π-カラムナー状構造の電子状態
の違いを通じた情報伝達系の構築手法を提示している。ベンゼン同位体(C6H6、
C6D6)における吸着構造のわずかな違いが、幾何学的同位体効果により誘起され
ていることを実証し、ホスト-ゲスト間における交互積層構造を通じて相互作用
することにより、その吸着状態において異なる電子状態をとることが可能である
ことを提示した。 
 
第五章では、多孔性金属錯体への適合的クラスター現象を基盤とする同位体の
認識機構に関して述べている。本研究では、ゲスト分子として水同位体、ホスト
骨格に構造柔軟性を有する相互嵌合錯体[Zn(NO2-ip)(bpy)]n を用いることによ
り、水素結合の量子効果を熱的双安定なクラスター形成の摂動として用いること
で、D2O の選択的吸着を実証した。柔軟性錯体内部の特殊な空間では H2O、H218O
は五量体、D2O は四量体を形成していることがわかった。水同位体の適合的クラ
スター現象を利用することにより、従来では不可能とされてきた同位体の認識に
成功した。 
 
 
